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令和６年第１２回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和６年９月２７日、大川市役所大会議室において、令和６年第１２回教育委員会（定例会）を開催

した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時５５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 委 員  木下 明子 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     藤岡 忠司 

生涯学習課長          森  悟 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       西村勇次郎 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長  田中 健太郎 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第２６号 臨時代理の承認について（令和６年度大川市一般会計補正予算（教育費）に 

             ついて） 

（２） 議案第２７号 臨時代理の承認について（大川市立学校教職員に対する面接指導実施要綱 

の制定について） 

（３） 議案第２８号 任期付市費負担教職員の任用について 

 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について 

（２） 第３８回大川木の香マラソン大会参加者募集について 

（３） オクトーバー・ラン＆ウォーク「ウォークの部」ふるさと対抗戦のエントリーについて 

（４） 令和６年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 
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７．教育長の挨拶の要旨 

（１）大川市青少年育成市民大会の開催について 

９月１日に開催。今年も参加型のブースがあり、とても賑わった。青少年の弁論大会では、

中学生２名、高校生１名が発表してくれた。なによりもジュニアリーダーの進行がとても上手

になっており、役割が増すごとに堂々となっていると感じた。 

  （２）小中学生英語スピーチコンテストの開催について 

９月１９日に開催。小学生の参加も多く、中学生も立派な英語スピーチであった。 

１番目の大野島小学校は６年生が全員参加したが、どの子も自信たっぷりに話していたの

が興味深かった。年々小学生も物怖じしなくなったと感じたところだった。 

  （３）令和６年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 

本日報告事項の最後に時間を頂いて報告を行うが、委員からの意見をお伺いしたい。 

（４）小学校校長・教頭・主幹教諭等合同研修会の開催について 

８月２３日に大川小学校で開催。講師の先生が「心を育てる」という本を紹介され、その内 

    容の一部を昨日の校長会でも紹介をした。 

 

８．議事の大要 

審議事項 
（１） 議案第２６号 臨時代理の承認について（令和６年度大川市一般会計 

補正予算（教育費）について） 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（２） 議案第２７号 臨時代理の承認について（大川市立学校教職員に対する 

面接指導実施要綱の制定について） 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

要綱第２条第３号に「心理的負担の程度が高いと認められる者」とあるが、ス

トレスのチェックはどのようにされているのか。 

 

「仕事が重荷になっているか」等の質問項目に回答するチェックシートを用い

ている。教職員は年２回行なっており、ストレスが高い先生は面接指導にもって

いくようにしている。 

 

対象が「１月あたり８０時間を超え」とあるが現状はどうか。 

 

令和６年６月の状況では、小学校で４名、中学校で４名いる。１００時間を超

える先生は小学校で１名、中学校で３名おり、中学校は部活動等によるもので勤

務時間が多かったと考えられる。 

 

ストレスチェックの診断を受けて、今までで面接指導に至った先生はいるのか。 

 

 今までがなかったので、そのように持っていくために今回要綱を制定した。 

 

ストレスチェックはあったが、何ら措置はなかったということか。 
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事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

教育長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

校長から話をしていただいていたかと思うが、そこまで強くはなかった。 

ストレスチェックで高ストレスの判定が出た場合、希望があれば面談に繋げる

ようなことではあったが、本人が希望しないと繋げられないという現状であった。    

ストレスチェックで、自分での気づきにはなっていたのかと思う。 

 

ストレスチェックでポイント高い人が休職に繋がるなどの相関があるか。 

 

校長会の後に不祥事防止の会議をしているが、各学校の発表を聞くと、「風通し

の良い職場づくり」や「ストレスが高い人には寄り添って聞く」等、そういった

報告もあっている。実際、休職をされている先生もいるが、ストレスが元でとい

うような分析はできていない。 

改めてここで体制を整えて、先生たちを救うため、面接をする機会を作ってあ

げようという趣旨である。 

 

毎月全員分の勤務状況を確認している。いつも同じ先生が長く働いており、大

丈夫であるか校長に確認はしてもらっている。 

 

産業医の資格を持った先生はそういらっしゃらないが、困ったことや不安なこ

となどを話せるカウンセリングに繋げるようなものはあるのか。 

 

この要綱により産業医の先生にカウンセリングをしてもらうものである。 

 

今までも各学校で高ストレスな先生にはカウンセリングを受けたらどうかと進

めていた。カウンセリングを受けて、それでうつ病等の診断がでて、病休に繋が

っていたが、そうなる前に事前に相談体制ができるようにということで今回制定

を行った。 

 

面接指導という日本語になっているが、この中にカウンセリングも含まれると

いうことでご理解いただければと思う。 

 

直接医療に行くというものもあるが、こうやって面接を受けてみてということ

か。 

 

そのとおりである。面接指導は三又小学校の校医で産業医の資格をもつ今村医

院の田尻医師に委託をしている。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （３） 議案第２８号 任期付市費負担教職員の任用について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 
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報告事項 （１）会計年度任用職員等の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２）第３８回大川木の香マラソン大会参加者募集について 

質問・意見等なし 

報告事項 
（３）オクトーバー・ラン＆ウォーク「ウォークの部」ふるさと対抗戦のエン 

トリーについて 

教育長 

 

事務局 

 

 

 

過去の実績はどうか。 

 

令和５年度は２７０自治体がエントリーし、大川市は１２９位。参加者は１２

２人だった。令和４年度は３３５自治体がエントリーし、大川市は２６５位。参

加者は９１人だった。今年度は昨年度の順位、参加者を上回るよう頑張りたい。 

 

報告事項 （４）令和６年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

小学校国語の「話すこと・聞くこと」に課題があるとあるが、道海島小学校はそ

こに力を入れてある。取組をしている学校は良い結果がでているのか。 

 

個別での分析はできていないが、道海島小学校の国語は全国平均より高い結果

がでている。 

道海島小学校は対話活動に力を入れていて、学習だけではなく、色んな場面で

取り入れてあるが、普段の「話す・聞く」とテストでの「話す・聞く」では少し

違うので、反映されるとは限らない。 

 

算数や数学の計算式と違い、記述式の場合、問題文を読み取れないと、なんと

なくニュアンス的にはわかっていても、それを上手く文字にして回答できない。

学校のテストなら、何となくいわんとしていることはわかるので、１０点満点中

７点とか、良い言い方でいうとオマケというのがあったかと思うが、こうゆうテ

ストになると途中までかわってそうだけど正解とまではいかないので、その辺が

どうなのかなと思う。 

 

自校採点ではその辺が反映できると思うが、全国や県に回答を出すものは、同

じ条件で機械的に〇か×かしかできない。 

 

全然わかってない子と、わかっている子が見抜けない。 

 

問題を見ると、大人でも上手く解けないような問題がすらっと書いてあり、読

んで行って設問がある。文字に対して拒否反応を起こさないように慣れるのも大

事だが、設問を読んで聞いているところまで戻れるようなものにするといいので

あるが。 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

事務局 

 

教育長 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

国が子どもたちに付けさせたい力を調査するものなので、子どもたちが普段受

けているテストとは全然違う。 

 

中学校の結果がやはり心配である。せっかく小学校で良い結果を出していても、

剥がれ落ちるではないが、培ったものがどんどんなくなってしまっているような

気がする。このテストでゼロ点の生徒、満点の生徒と色々いると思うが、一緒に

勉強を進めていけるか不安に感じる。中学校間では差があるということだが、そ

の差があるのではあれば、同じようなバランスをとっていくための方策を取られ

ていると思うが、どのようないことをされているのか。 

 

同じ学級の中で、例えば数学の場合であれば、１人で教えるよりも、TT乃至分

かれて教えている時間の方が多いが、そこで習熟度という言い方は語弊があるか

もしれないが、ある程度出来る子のグループと不得意なグループに分けてフォロ

ーするというやり方できめ細やかさをとっている。ただ子どもたちが教えあう活

動も案外効果があるが、委員が言われるように、片方には数学が得意な子、片方

には分数の足し算ができない子がいる。その部分では教えあう活動と言うのはな

かなか成立していない。なおさら２年生、３年生という高いレベルの数学になっ

たら厳しい。ただそれを活かしていってほしいというのは続いている。 

あと中学校間校の差をいうところでは、生徒を入れ替えることはできないので、

日常的に何かというのは難しい。先生たちの研修の場として「大学研」というの

を市の予算で行っており、「このような教え方は効果がある。」、「このような問題

をさせたら成果があっている。」とかはある。 

 

想像だが、本当は１，２問解けるかもしれないけど、ここまでしか解けないし、

どうせ点数も取れないので、最初から０点でもいい、最初から解くつもりがない、

テストを受けるつもりがないという、白けた状態の生徒もいるのかなと印象は受

けているところもあるが。 

 

例年になく、そういう層が厚い生徒が多い。ただ、きちんとしている子もいる。 

 

現在、来年度からの教育振興プログラム後期計画の策定中であるので、何か具

体的な取組やアイデアがあればご意見をお伺いしたい。 

 

 最近アプリで勉強するのがあるみたいだが、そのようなゲーム性を持たせて、

どんどん先に行けるようなものは学校ではないのか。 

 

 子ども達がちょっとしたお楽しみ的なものとしてできるドリルがある。ただし、

教育関係の業者が作ったものと比べるとちょっと弱さはあるが、求められている

個に力をつけさせるとう問題は準備されているおり、全部タブレットに入ってい

る。また、県の教育委員会が作成したものもある。 

 

 あまり面白くないのか。 

 

 あと、他の業者が作成したもので、社会科で県の特産などを学習するのに、鉄

道ゲームの勉強版みたいなのは無料で使用ができる。 
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教育長 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 委員がおっしゃるのは楽しみながら学べるのが良いのではないかということ

か。 

 

 ゲームと言われると子どもたちはするかなと思うので。 

 

勉強が嫌な子は、勉強がわかならなくなったから嫌になる。授業が進むにつれ

て、今がわかってないともう次もわからないので、もう授業を聞いてもという思

いになる。さっきのテストではないが、無理だからそもそもやる気がない。さっ

きのアプリではないが、つまずいているところまで一旦バックをして、つまずき

がどこなのかというのがわかれば、少し時間はかかるかもしれないが、今いる学

年のところまで追い付かなくても、小学校、中学校の卒業までにはまにあうかも

しれない。自分のつまずきがわかれば、少しは解消していくのではないか。 

 

 小学校は単元が終わったらテストする。テストの後、丸付けをしたら、よく間

違えている問題にぶつかる。これはわかっていないなと。小学校はそこでその問

題だけを授業するということはできるが、中学校は期末とか中間でまとめてする

のでできない。ただ、先程言っていただいた、自分のつまずきのところに１回戻

るというのは、タブレットを活用してできる。 

 

昨日学校訪問で改めて思ったのだが、子ども達が根本的に何で今勉強しないと

いけないのか、というのに向かわせるのが一番きついのかもしれない。鍛ほめプ

ロジェクトなどはその一環かもしれないが、そういったところで心も鍛えていく。

そこから何で今勉強しないといけないのだろうと中学生は思うだろうが、できな

くなったら、なおさら目も向けられなくなってしまうという現実があると思う。

そのようなときに助けてくれるのは先生で、その一歩一歩の積み重ねかなと思う。

そういったところで子ども達がしっかりとどうなっていきたいか、どう向かって

いきたいか、そのために何の勉強をしていかないといけないかというのを見させ

てあげられるような色んなプロジェクトがあると思うが、そういったものをケア

していってあげられるといいのかなと思う。 

 

 昨日校長会の後、小中校長会長に入ってもらって教育振興プログラム策定の会

議をしたとき、「自分はどうなりたいのか。」、「どんな職業に就きたいのか。」、「ど

んな生き方があるのか。」など、色々な情報があって、心にストンと落ちるような

キャリア教育が必要であり、その辺を今後考えていかないといけない、という話

があった。心の部分であり、永遠の課題でもある。 

 

石川県の豪雨で被災した子ども達がインタビューに答えていて、昨日やっと学

校にでてくることができて、友達と遊べるというのと、友達と一緒に勉強できる

という答えがあっていた。昨日の学校訪問の川口小学校ではないですが、子ども

たちとかかわって勉強する楽しさというのを味あわせるというのが大事ではない

か思う。 

 

「ビリギャル」の著者が最近本を出されていて、海外留学したときの自分の学

び直しのことを書いてあって、自分の学びの根本や、そのためにはどうやったら
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委 員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

教育長 

いいのかなど、中学生が読んだら何か気付くことがあるのではないかと思った。

自分の目標に向かうために、自分で考えて進んで行くというのはとても面白かっ

た。 

また、内容も良かったが、著者の母親がどんなときも「あなたが一番良い子」と

言って支えてくれる母親で、親だけでなく周りの人が支えてくれるというのは大

事だと思う。 

 

 逆算させるやり方はあると思う。色んな仕事をしている人たちを招いて、どん

な職業があるのか、将来何になりたいのか、そのためにどんな学校にいかなけれ

ばならないのか、どんな資格を取らないといけないのか、それを辿っていって、

今の自分にたどり着いて、そこに行き着くためには、こうしなければならないと

いうのを学ぶ場所が学校かと思う。 

 

 桐薫中学校で色々な職種の方、３０人から４０人をお呼びして、子ども達が自

分で興味ある所に行って話を聞く「夢授業」というのをおこなっている。 

 

 自由進度学習を大川で取組もうとしているが、昨日学校訪問で見た限りでは、

初めての取組なので、上手くいかなかったところもあるかもしれないが、「子ども

が自分のペースでできている。」、「子どもが自分で計画を作る楽しさを味わえてい

る。」と話をしてくれた。他の小中学校でも大川市の教育ということで少し力を入

れていこうと思っている。 

 

 


